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第１回定例会

（千円未満四捨五入）
令和７年度 補正額 補正後の額

一 般 会 計 4億2,206万5千円増 107億306万6千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1億4,356万6千円減 17億6,976万2千円
介 護 保 険 8,356万9千円減 23億5,755万1千円
後 期 高 齢 者 医 療 295万8千円減 2億4,986万円
坂下東第一地区土地区画整理事業 4,233万2千円減 1億9,785万円

企
業
会
計

水道（収益的収入） 280万円増 4億8,849万1千円
水道（収益的支出） 866万1千円減 4億7,696万3千円
水道（資本的収入） 2,441万9千円増 8,758万5千円
水道（資本的支出） 2,004万2千円増 2億4,958万8千円
下水道（収益的収入） 3,998万7千円増 4億5,952万8千円
下水道（収益的支出） 3,155万5千円増 4億3,230万円
下水道（資本的収入） 1,384万5千円減 5億2,560万2千円
下水道（資本的支出） 1,384万5千円減 6億2,506万5千円

事業費確定による精算
令和７年度一般会計補正予算ほか

補正予算

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 14号
　令和 8年度会津坂下町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議
長

議案第 15号
　令和 8年度会津坂下町国民健康保険特別会
計予算

○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 17号
　令和 8年度会津坂下町後期高齢者医療特別
会計予算

○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 21号
　会津坂下町都市計画マスタープランの一部
改定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議案第 23号
　令和 7年度会津坂下町国民健康保険特別会
計補正予算（第 4号）

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 25号
　令和 7年度会津坂下町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第 4号）

○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 1号
　町新庁舎配置計画について、広く町民の意
見を聴取し反映させるよう求める陳情書

× × × × × × × × × ○ × × ×

陳情第 2号
　東京都新宿区において顕在化した事例を受
けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関す
る早期の実態把握と再発防止を求める陳情

× × × ○ × × × × × ○ × ○ ○

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　退：退席　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

氏　名 任　期 結　果

監査委員 斎
さいとう

藤春
はる お

生さん 令和8年4月4日～
令和12年4月3日 任命に同意

固定資産評価審査委員会委員 菊
きくち

地一
かずまさ

正さん 令和8年4月１3日～
令和１1年4月12日 任命に同意

人権擁護委員 三
みうら

浦洋
よういち

一さん 議会の意見書を付け、
法務省に推薦

人事案件

第
１
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

２
月
26
日（
木
）～
３
月
11
日（
水
）の
14
日
間
の
日
程
で
開
催
し

ま
し
た
。

２
日
と
３
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
名
の
議
員
が
登
壇

し
ま
し
た
。

予
算
議
決
７
件
の
他
、
人
事
案
件
３
件
、
条
例
７
件
、
そ
の
他

２
件
、
補
正
予
算
７
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。



3 あいづばんげ議会だより 221号（令和８年４月24日発行）

詳しい予算の内容は「広報あいづばんげ」または会津坂下町ホームページをご覧ください。

令和８年度予算

85億2,000万円
前年度から１億１千万円増

担い手確保・交通政策などに注力！
一般会計

重点事項１

重点事項 3

重点事項２

重点事項 4

人口減少対策人口減少対策

公共交通対策公共交通対策

担い手の確保担い手の確保

ＤＸの推進ＤＸの推進

4 事業　4,174 万円

１事業　8,801 万円

５事業　4,459 万円

１事業　712 万円

（千円未満四捨五入）

会　計 令和８年度予算 前年比

特別会計

国 民 健 康 保 険 17億4,400万円 1億5,220万円減
介 護 保 険 24億2,000万円 530万8千円増
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 2億7,700万円 4,182万円増
坂下東第一地区土地区画整理事業 2億7,220万5千円 3,226万2千円増

水　　道
事業会計

収 益 的 収 入 4億6,713万6千円 1,843万円減
収 益 的 支 出 4億7,296万8千円 374万円減
資 本 的 収 入 9,139万円 3,072万4千円増
資 本 的 支 出 1億3,189万2千円 605万1千円増

下 水 道
事業会計

収 益 的 収 入 4億5,620万6千円 3,150万2千円増
収 益 的 支 出 4億4,306万8千円 4,470万8千円増
資 本 的 収 入 3億6,148万1千円 1億7,544万2千円減
資 本 的 支 出 4億4,502万9千円 1億9,135万7千円減

物価高騰や人件費増加の対応を
はじめ、本年度策定の実施計画に
基づき、各種政策・施策に取り組
むための予算編成となっています。

○交流人口対策事業
　町の魅力発見、体験ツアーを実施
○関係人口対策事業
　ＳＮＳの活用や移住フェアへの参加
　新規：蛯名ＳＡ等に「わお！マップ」広告
　　　　の設置
○定住人口対策事業
　住宅取得支援事業や空き家の利活用事業
○結婚支援事業
　新生活の経済的負担軽減、出会いの場の創出

通学路線の確保と地域生活路線バスの維持に
努める。また、高齢者へのバス券補助により利
用促進を図る。

新規：新たな交通手段の導入

○介護・生活支援の担い手育成事業
○担い手育成・確保事業
○中小企業・小規模事業者支援事業
　新規：マル経融資利子補給補助金
○祭り・イベント運営事業
　伝統的な祭りの維持・活性化
　魅力的なイベントの実施
○若者による地域づくり活動推進事業

ＤＸ推進計画に基づき、業務見直しやデジタ
ル技術の導入により、住民サービスの向上と事
務作業の効率化を図る。

新規：文書管理支援業務委託
議事録作成支援システム使用料
公式ＬＩＮＥシステム
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一  般  会  計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

討論

人間ドックの実施内容
見直しの詳細は。

1食300円の配食サー
ビスの対象者は。

ワンコイン浸水
センサーというのは
どういうものか。

日帰りの人間ドックに加えて、1
泊2日の人間ドック、また、町民の

脳疾患の罹患率が県平均より高いこ
とを踏まえて、脳ドックが対象となり
ました。
また、どの医療機関でも受診可能

とし、対象年齢も35歳から受診でき
るように変更しました。

65歳以上の非課税世帯で、配
食サービスを希望される方となって

おります。

大雨で水路・河川が増水した際に、浸
水センサーの底の面に水が浸かれば、何
十㎝増水したか分かるものです。
令和７年度末で実証実験が終了し、令和

8年度からは町の負担となります。

小畑　博司
議員

五十嵐 一夫
議員

水野　孝一
議員

生活
課長

生活
課長

建設
課長

≪令和8年度　国民健康保険特別会計予算≫≪令和8年度　介護保険特別会計予算≫

問

問

問

答

答

答

青　木委 員 長（左）
五十嵐副委員長（右）

国
保
に「
子
ど
も
子

育
て
支
援
金
」が
上
乗

せ
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ

と
そ
の
も
の
に
反
対
し
ま
す
。

�

（
横
山　
智
代 

議
員
）

本
来
目
的
税
で
あ
る
の
に
、

な
じ
ま
な
い「
子
ど
も
子
育
て

支
援
金
」が
入
り
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
見
過
ご
し
た
ら

軍
事
費
で
も
な
ん
で
も
ア
リ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
地
方
議

会
と
し
て
も
反
対
す
べ
き
で

す
。�

（
小
畑　
博
司 

議
員
）

国
民
健
康
保
険
税
と

同
様
に「
子
ど
も
子
育

て
支
援
金
」が
紛
れ
込

ん
で
い
ま
す
。
物
価
高
騰
で
町

は
一
人
１
５
０
０
０
円
の
商
品

券
を
配
り
ま
す
が
、
帳
消
し
ど

こ
ろ
か
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。こ

ん
な
税
の
徴
収
は
反
対
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
小
畑　
博
司 

議
員
）

何を目指そうとしているのか
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一  般  会  計

討論

予算特別委員会は３月6日・9日に開催され、多くの質疑応答が行なわれま
した。主なものを要約してご紹介します。

緊 急 銃 猟 対 策
の備品のカメラはど
のように使用するの
か。

コミュニティバ
スの運行委託につ

いて、令和８年度の
計画は。

遠方の出産支援
の金額は。

カメラについては、緊急銃猟の現場で
の行動を記録する際に使用することを想

定しております。

4月からは八幡地区を計画しております。
明確な順序はまだ決まっておりません

が、その後、残りの地区を順次3か月程度ず
つ継続し、令和8年度で全ての実証運行を
終了したいと考えております。

交通費の助成額については、タクシー
の場合は、実費額の8割、自家用車の場
合は、1㎞あたり50円、借り上げの場合は
1㎞あたり25円ということで、算出した額
の8割の交通費の補助をしております。

物江　政博
議員

髙久　敏明
議員

五十嵐 孝子
議員

政策
財務
課長

子ども
課長

産業
課長

≪令和8年度　会津坂下町一般会計予算≫

問

問

答

答

答

町はどこにお金をかけ予
算

審
査

一人暮らし世帯
のゴミの回収事業

利用者が減っている
要因は。

長期入院や施設に入所されたことで、
ごみを回収する必要が無くなったことが
大きな要因だと捉えております。

横山　智代
議員

生活
課長

問 答

問

本
予
算
案
に
対
し
、
予
算
特

別
委
員
会
で
私
と
賛
同
者
で
、

中
学
校
と
幼
稚
園
の
給
食
費
無

償
化
の
修
正
案
を
提
出
し
ま
し

た
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

修
正
案
は
、
義
務
教
育
、
学
校
教
育

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
小
学
校
と
一
緒

に
中
学
校
・
幼
稚
園
の
給
食
費
も
、
無

償
化
に
と
の
提
案
で
し
た
。

無
償
化
に
取
り
組
ま
な
い
と
、
坂
下

町
は
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た

自
治
体
と
し
て
町
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と

な
り
ま
す
。
南
会
津
町
で
は
給
食
費
の

完
全
無
料
化
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
も
堅
調
で
す
。

修
正
案
を
本
会
議
に
提
出
で
き
な
い

の
は
残
念
で
あ
り
、
本
予
算
案
に
反
対

し
ま
す
。�

（
五
十
嵐　
一
夫 

議
員
）

「
一
般
会
計
予
算
案
」に
対
し

て
、
同
僚
議
員
に
賛
同
し「
中

学
生
と
幼
稚
園
児
の
給
食
費
無

償
化
を
財
政
調
整
基
金
を
活
用

し
て
取
り
組
み
た
い
」と
す
る
修
正
案

を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
、
議
論
が
深
め
ら
れ
、
子
育
て
世
代

か
ら
選
ば
れ
る「
会
津
坂
下
町
」に
な
る

こ
と
を
切
に
望
み
、
修
正
案
で
の
修
正

箇
所
以
外
は
、
概
ね
賛
同
し
て
い
る
立

場
か
ら
賛
成
討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。�

（
佐
藤　
宗
太 

議
員
）
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第１回定例会

本陳情は庁舎移転計画配置について、広く町民からの意見を聞き、反映させるよう、
町と議会に提出した陳情です。
町も、議会も町民の声を聴き真摯に検討していただきたい、今回の建築士会の提案や

他にも提案されたならば説明会等開催し、一緒に検討するのが協働のまちづくりの精神なのです。
本陳情は議会において議決を求めるものではなく、議会においては検討をしてくださいとの陳情で
す。
本陳情の議決をすると議会が取り扱った以上は、議会でも協働の精神で協議・検討するのが議会の
務めであり、賛成します。� （五十嵐　一夫 議員）

項目は良いか悪いかの問題ではなく、可能な限り職員に寄り添った形で、調査、確認
するよう求めていることであり、反対する理由がありません。よって賛成いたします。
� （山口　享 議員）

件　　名 請 願 者 紹介議員 結 果

第１号
ＩＣＴ教育推進のみでなく、子ども
の健康や学力などの検討を求める請
願について

千葉親子 佐藤宗太 継続
審査

件　　名 請 願 者 結 果

第１号
町新庁舎配置計画について、広く町
民の意見を聴取し反映させるよう求
める陳情書

福島県建築士会会津支部　坂下部会
部会長　大竹　勝芳 不採択

第 2 号

東京都新宿区において顕在化した事
例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧
誘行為に関する早期の実態把握と再
発防止を求める陳情

福島県を明るくする会　会津支部
長谷川　達雄
清水　伸己

不採択

請請 願願

陳陳 情情

討論
陳情第1号
町新庁舎配置計画について、広く町民の意見を聴取し反映させるよう求める陳情書

陳情第2号
東京都新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関
する早期の実態把握と再発防止を求める陳情


